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１．はじめに 
岡山大学では、第 3 期中期目標において平成 33 年度までに全授業の 50％がアクティブ
ラーニング授業であることを目指している。アクティブラーニングの定義についてはさま


















は、 　　平成 28 年度１学期 25.6%（417/1630 人）、平成 28 年度３・４学期 22.0%（531/
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図 2. 平成 28 年度 3・4学期のアクティブラーニング度とその分布 
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　 図 1～3に関して、アクティブラーニング度のおおよその平均値はどの回において2.6～
2.7 程度となっている。高等教育開発推進室では、アクティブラーニング度が 3.5 を超え
る授業を「アクティブラーニングを実践している授業」として便宜的に規定したが、回を
重ねるごとにこの割合（アクティブラーニング実施率）が増えていることが分かる。具体
的な数字としては、平成 28年度1学期は 21.6%、平成 28年度 3・4学期は 24.4%、平成 29
年度 1・2学期は29.9%となっている。一方で、グラフの形に注目すると平成 28年度1学
期については 2.5＜x≦3.0のところにピークをもつ正規分布に近い状態であるが、平成
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